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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

本研究課題では、医学の分野で得られる画像や SNPデータなどの大規模データを有効活用した診

断及びその解析結果の信頼性・安定性の研究を推進した。すなわち、科学的根拠に基づいて診療・

予測(EBM)を行うために、医療現場で得られる以下のようなデータに対する実際的な解析法及び一

般的な解析方法などについて検討した。 

 

１．画像情報とテキスト情報に基づく判別・診断 

医師による診断では、対象とする部位の画像情報を基に診断が行われ、カルテに画像情報の内容が

自由記述の形で表現されることも多い。そこで、客観的・科学的な診断を行うために、画像情報及

びテキストを統計的にリンクした効率的な蓄積方法と検索方法、さらに、より正しく判別・診断す

るためのモデルなどについて研究した。 

 

２．空間構造を利用した SNPデータの解析 

疾患に関連する遺伝子の解明に伴い、遺伝子レベルでの治療が可能になってきた。疾患に関連して

いると言われている SNPの検出には、遺伝子頻度が予測されるよりも有意に高い頻度で出現する連

鎖不平衡に基づく方法が有効である。そこで、SNPの空間的位置情報を活用し、エシェロン階層構

造に基づき関連ブロック遺伝子を検出し、ブロックの代表 SNPを選択する方法について研究した。 
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（研究成果のつづき） 

３．大規模医学データに対する方法論の研究と解析結果の信頼性 

大規模医学データ解析手法としてエシェロン解析法、シンボリックデータ解析法、非計量データの

多変量解析法等に対する理論とその応用について研究した。これらの研究により、疾病の地域的集

積性、分布で表現するのが適切な医療情報等の解析が可能となった。また、得られた解析結果の信

頼性・安定性の評価のためにロバスト影響診断、感度分析法等に対する研究も行った。 

 

上記のテーマに関して、「大規模医学データの統計的解析とその応用」に関する研究会を２回開催

した。各研究会では、全国から多くの研究者が参集し、研究報告および関連する議論がなされた。

さらに、研究会時以外でも、メールなどにより情報交換を実施した。特に、情報学および統計科学

の研究者のみならず、医学関係の研究者も参加し、有意義な意見交換をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


